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＜病棟連絡事項＞
・特記事項なし。

＜患者様連絡事項＞
・小笠原　久年様～不穏時レボトミン（25）1T　10回分処方。

＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前・午後2時間ずつ開放観察実施。迷惑行為著明であり早めに開放観察終了する。寝具、衣類を室内の便器に詰める事があり回収、清掃実施。引き続き精神症状や身体症状の変化に注意して観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

・和田　昌様～終日隔離中。活気なく臥床傾向。食事は、座位を保持し各食2/3摂取されむせ込みなし。対面時、まとまりの無い言動あるも不穏・興奮はない。引き続き精神症状や身体症状の変化に注意して観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

・泉山　昌康様～終日隔離中。午前午後2時間ずつ開放観察実施。午前スタッフ見守りの下、入浴。入浴以外は、自室で過ごす。対面時、過度な要求や訴えなく穏やか。引き続き精神症状や身体症状の変化に注意して観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

・青木　昭弘様～身体拘束中。10:00～14:00拘束解除し開放観察実施。開放中は特定患者からの挑発行為に大声あげるも介入後、不穏・興奮なく過ごす。再拘束の拒否なし。引き続き精神症状や身体症状の変化に注意して観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

＜要注目患者様＞
・風穴　禮子様～体温37.1～37.6℃。その他バイタルサインの異常無し。点滴ライン弄りあり介入要しているが、不穏興奮やその他危険行為無し。

・北山　友子様～発熱無くその他バイタルサイン異常無し。酸素1L吸入下で酸素飽和度96～99%維持しているため、13:00酸素中止する。口腔内痰がこびりついており適宜口腔ケア、吸引実施。上肢の浮腫著明。問いかけに対し開眼し、かすかに発声あり。

・青木　文男様～食事は各食数口、2/3摂取。バイタルサイン異常無し。モニター上無呼吸アラーム頻回だが、呼吸異常無く酸素飽和度の低下無し。

・竹林　忠志様～ホールにてテレビを観て過ごす。飲酒要求や離脱症状なく対面時穏やか。

・東　真人様～余暇時はホールにて過ごし、飲酒要求や離脱症状無く静穏で経過。

＜措置入院患者様ケース＞
・藤井　崇史様～表情冴えず悲観的言動見られることあるが、不穏興奮や衝動性、他者トラブル無く経過。措置解除に向け支援行っていく。
